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＜連絡事項＞

・12/5、6の院内研修のテーマが「疥癬の予防と治療薬」へ変更となっています。

・薬局より、電子カルテ入力時にシステム上の都合で、同じレシピ内に他の剤型の薬品（液剤・散剤等）が混在すると、一包化出来ない等の問題が生じていますので入力の際は注意してください。
・電子カルテの病棟日誌を入力する際に気になったことをカウンターの所に貼っていますので、記入をお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・原子内　光久様～10:00自宅へ退院となっています。
・向平　希様～西A44号室へ任意入院となっています。

・松川　順子様～臨時薬同内容で7日分処方となっています。

・高橋　義明様～定期検尿がまだ実施されていません。

＜伊藤Ｄｒ診察＞

・田端　希依子様～気分の落ち込みや希死念慮の出現はあるが落ち着いているとの事、また頻尿と残尿感があるとの事で尿検査の結果レボフロキサシンが5日分処方となっています。11/15尿検実施の指示がでています。持参薬のタリオンは眠気が強いため本人の希望もあり夕のみの内服に変更となり、臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・渡邉　愛希様～外出中の出来事について「冷静に状況を観ることができた」と話しています。それを踏まえた上で退院後は自宅へは帰らないと話しています。自身で行っている内観についてやり方等再度話しあっています。検尿の結果、潜血があり生理中とのことで、11/17尿検査の指示が出ています。
・大上　なみ様～子供は何人か出てきていると妄想発言きかれています。咳嗽について、睡眠中はいいが起きているときはまだあると話しています。アドエアディスカス1個処方となり朝・夕後1日2回、1吸入、麦門冬湯が毎食前で７日分、継続処方となっています。
・鳴瀬　裕之様～作業中叫んだことにつては「テレパシーに頭部を脅かされて不快だった」と話しています。薬剤調整について身体や頭髪の事を理由に拒否的な発言聞かれているが主治医の説明に了承しています。11/11夕よりオランザピンODが15mgから20mgに増量となっています。
・小笠原　文人様～主治医より躁状態を指摘されると「兄が来ないから、母が心配だから」と話しています。今の状態が続くとプログラムを休まなければならない事説明され、スタッフの指示をきちんと聞いて実施するよう注意を受けています。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～起床時より下痢を訴え、身辺整理は行っておらず臥床して過ごしています。本日は活動に参加され、塩分についての栄養指導を聞いており、妄想に左右された発言や不調の訴えはない。
・松永　勘五郎様～午前中は活動に参加しています。頭部の発赤は軽減していますが軟膏は拒否あるため次回の皮膚科診察の際に情報提供していきます。
・船田　泰子様～昨夜は不眠時の継続指示を服用せず良眠で経過しています。午前中は9:45に疼痛を訴えリスペリドン内用液(1)1P服用しています。引き続き、日中の活動を促していきましょう。
・大光　雄人様～午前中は作業に参加しています。食事は2/3摂取しており嘔気や胃部不快感の訴えはありません。「暇な事が一番苦痛だ」と話しています。今後は外泊訓練をして自宅退院をすすめていきます。先日実施したロールシャッハテストでは、独特のとらえ方、刺激に弱く強迫観念があるが、それらの症状が普段の生活の中で克服していくことを目標となることを担当医から説明受けています。
・松川　順子様～何日間も同じ衣類を着用しているため、本人と共に洗濯行っています。食事はレストランへ行くも数口のみの摂取です。入浴にも「一人でできません」と頻回に訴えやや切迫した様子みられています。引き続き、精神症状の観察を行うと共に、介入しすぎない程度に適宜見守りを行ってください。
・田端　希依子様～入院してから体重が5㎏減ったと話しています。不安感の訴えや希死的な発言はなく対面時穏やかです。「運動しようかな」と話したり、退院後はアルバイトしたいと今後の事について話しています。
・夏坂　浩美様～各プログラムへは参加しており、幻聴に関する訴えも聞かれていません。引き続き精神症状の観察行っていきましょう。
・中居　松男様～動作緩慢さや食事摂取量の低下みられています。食事もほぼ摂取出来ずないため、水分補給実施していきましょう。作業には参加しています。来週の定期より減薬となる為、気分高揚に伴う他者トラブルに注意してください。
・大久保　すい様～昨日東病棟より転入となっています。食事はレストランへ行き摂取でき、服薬の拒否はありません。妄想に左右された発言はなく不機嫌さもありません。昼夜逆転傾向なので日中の覚醒状況を促し、転倒に注意していきましょう。

・小笠原　文人様～やや気分高揚さ見られている為、他者トラブルに注意してください。
＜入院患者様＞
患者氏名：向平　希様
主病名：うつ病、不安障害 
生年月日：平成9年9月25日
入院形態：任意入院

　入院までの経緯
H29年10月下旬ごろより上腹部痛、食欲不振、睡眠状態の不安定さがあり。北見消化器クリニックにてタケキャップとメイラックスが処方となっている。人混みにいると不安で落ち着かなくなったり、一人でいると抑うつ気分が強くなり、死にたい気持ちが出てくるとのこと。H29年11月6日五戸総合病院受診し、専門的な治療が必要と判断された為、当院へ受診相談あり、平成29年11月7日当院初診となる。平成29年11月10日静養・薬物調整目的にて西病棟Ａユニットへ任意入院となる。

備考

臨時薬：11/14まで
処置：患部にデルモゾールDPクリーム塗布

検査：11/11　セット3　甲状腺セット　感染症セット

IFオーダー：不安時・不穏時：①ロラゼパム錠0.5㎎　2T　1日3回まで

　　　　　　　　　　　　　　 ②リスペリドン内用液0.5ml　1P　
不眠時:①ルネスタ2㎎　1T　　② ゾルピデム（10）1T
買い物：家族差し入れのみ
洗濯：家族洗濯
GAF：後日確認
担当：松沢Ns/豊川Ns
